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山
は
古
く
か
ら「
神
が
宿
る
」
と

人
々
か
ら
崇あ

が

め
ら
れ
信
仰
の
対
象
と

な
っ
て
き
た
。
劔
岳
は「
立
山
信
仰
」

の
も
と
で
は
死
の
山
で
あ
り
針
の
山

で
あ
っ
て
、
登
っ
て
は
な
ら
な
い
山

で
あ
っ
た
。
日
本
ア
ル
プ
ス
の
山
々

が
登
り
尽
く
さ
れ
る
最
後
ま
で
未
踏

の
山
と
し
て
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

初
め
て
登
頂
を
果
た
し
た
の
は
、

明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
七
月

十
三
日
の
こ
と
で
あ
り
、﹃
劔
岳
︱　

点
の
記
︱
﹄と
い
う
作
品
は
、
命
懸

け
で
こ
の
未
踏
の
山
の
頂
き
を
目
指

し
た
人
々
の
物
語
で
あ
る
。
初
登
頂

を
果
た
し
た
の
は
、
陸
軍
参
謀
本
部

陸
地
測
量
部
の
柴
崎
芳
太
郎
測
量
隊

で
あ
っ
た
。
日
本
地
図
完
成
の
た
め
、

入
山
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
未
開
の
地

「
劔
岳
」へ
の
測
量
起
点
で
あ
る
三

角
点
設
置
に
挑
む
測
量
士
た
ち
の
勇

敢
な
姿
を
描
き
だ
し
て
い
る
。
登
頂

に
成
功
し
た
も
の
の
彼
ら
は
山
頂
で

意
外
な
も
の
を
目
に
す
る
。
青
錆さ

び

た
鉄
剣
と
銅
の
鍚

し
ゃ
く
じ
ょ
う
杖
を
発
見
す
る
の

で
あ
る
。
後
日
、
専
門
家
の
鑑
定
で

奈
良
朝
時
代
の
も
の
と
判
明
し
た
。

測
量
士
た
ち
の
決
死
の
登
頂
は
成
功

し
た
も
の
の
遠
い
昔
の
奈
良
朝
時
代

に
踏
破
さ
れ
て
い
た
。

鍚
杖
は
現
在
国
の
重
要
文
化
財
と

し
て
富
山
県「
立
山
博
物
館
」
に
展

示
さ
れ
て
い
る
。
本
と
展
示
さ
れ
て

い
る
鍚
杖
も
ご
覧
に
な
ら
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

柳沢橋の開通式
昭和58（1983）年撮影

西東京市中央図書館地域・行政資料室所蔵

現在の柳沢橋
撮影：水口トミオ（保谷町在住）

写
真
で
見
る
　
い
ま
む
か
し

柳や
ぎ
さ
わ沢

橋は
し

昭
和
58
（
一
九
八
三
）
年
、
石
神
井
川
の
改
修
工
事
に
あ
わ
せ
て
、

柳
沢
橋
の
架
け
替
え
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
東
京
市
で
の
災
害
に
備
え
て

〜
西
日
本
豪
雨
の
支
援
活
動
か
ら
〜

復
興
ま
で
に
は
ま
だ
ま
だ
長
い
道
の
り

平
成
30
年
７
月
西
日
本
豪
雨
の
発

生
か
ら
約
３
か
月
。
報
道
で
は
現
地

の
様
子
が
ほ
と
ん
ど
伝
え
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
復
興
ま
で
は
長
い

道
の
り
に
な
り
そ
う
で
す
。
親
戚
や

友
人
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
も

借
り
な
が
ら
、
浸
水
被
害
や
土
砂
の

流
入
被
害
を
受
け
た
方
々
の
多
く
は

片
付
け
の
一
区
切
り
が
付
き
始
め
ま

し
た
が
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
に
住
め

な
く
な
っ
た
方
々
は
仮
設
住
宅
等
に

入
居
さ
れ
、
今
後
の
住
ま
い
の
確
保

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。愛

媛
県
南
予
地
域
で
の
支
援
活
動

現
在
私
は
、
愛
媛
県
西せ

い
よ予

市
を
中

心
に
愛
媛
県
南
予
地
域
で
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
西

予
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
設
置
し
た

大
阪
北
部
地
震
、
西
日
本
豪
雨
、
台
風
、
北
海
道
地
震
︙
。
今
年
、
日
本
各
地
で
多
く

の
人
々
が
風
水
害
や
地
震
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
、
今
な
お
困
難
な
状
況
の
中
で

生
活
し
て
い
ま
す
。
愛
媛
県
西せ

い
よ予

市
で
継
続
的
に
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
、
西
東
京
市

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
で
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
小
野
修
平
さ
ん
に
、
活
動
を
通
し
て

感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運

営
支
援
を
は
じ
め
、
災
害
時
に
必
要

不
可
欠
な
自
治
体
と
社
会
福
祉
協
議

会
の
連
携
の
サ
ポ
ー
ト
、
全
世
帯
を

対
象
と
し
て
多
職
種
が
連
携
し
て
行

う
生
活
再
建
に
必
要
な
支
援
に
つ
い

て
の
聞
き
取
り
活
動
の
仕
組
み
づ
く

り
、
外
部
か
ら
の
支
援
者
の
受
け
入

れ
調
整
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
さ
ら
に
災
害
関
連
死
や
心

身
の
不
調
、
生
活
の
困
窮
、
自
殺
や

孤
立
、
要
介
護
化
、
家
族
関
係
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
化
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
複
雑
に
絡
み
合
い
な
が

ら
生
じ
て
き
ま
す
。
引
き
続
き
、
被

災
さ
れ
た
住
民
の
生
活
再
建
に
向
け

て
、
数
年
単
位
で
か
か
わ
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

西
東
京
市
で
風
水
害
が
発
生
し
た
ら
︙

西
東
京
市
で
も
風
水
害
が
起
き
る

リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
今
年
の
８
月

に
は
い
わ
ゆ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
発
生

し
ま
し
た
が
、
市
内
で
も
住
宅
の
浸

水
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
は
石
神
井
川
、
新
川
、
白

子
川
の
支
流
と
三
本
の
河
川
が
存
在

し
ま
す
が
、
水
害
に
は
河
川
の
氾
濫

に
よ
る「
外が

い

水す
い

氾
濫
」
の
ほ
か
、
下

水
の
処
理
能
力
を
超
え
て
道
路
の
冠

水
や
住
宅
の
浸
水
被
害
と
な
る「
内な

い

水す
い

氾
濫
」が
あ
り
ま
す
。

全
市
民
の
命
を
守
る
た
め
に

地
震
な
ど
の
災
害
も
含
め
、
一
刻

を
争
う
救
助
・
消
火
活
動
や
安
否
確

認
が
必
要
な
時
、
ど
の
よ
う
に
対
応

し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
西
予
市

の
事
例
を
参
考
に
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

愛
媛
県
西
予
市
野
村
地
区
で
は
、

約
650
軒
の
浸
水
被
害
が
あ
り
、
２
階

ま
で
浸
水
し
た
住
宅
も
あ
り
ま
し
た
。

避
難
指
示
が
出
た
段
階
で
、
消
防
団

が
全
世
帯
を
回
り
、
電
気
が
付
く
ま

で
戸
を
叩
き
、
避
難
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
ま
た
、
自
力
で
は
避
難
が
難

し
い
方
々
を
消
防
団
の
ト
ラ
ッ
ク
で

搬
送
す
る
な
ど
の
対
応
も
行
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
残
念
な
こ
と
に
逃

げ
遅
れ
た
５
人
の
方
が
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
。

し
か
し
、
西
東
京
市
と
愛
媛
県
西

予
市
は
地
域
性
も
人
口
も
全
く
異
な

り
ま
す
。
現
在
、
市
で
は
要
配
慮
者

の
名
簿
と
個
別
計
画
を
順
次
策
定
し

て
い
ま
す
。
で
は
、
人
口
が
20
万
人

を
超
え
る
西
東
京
市
で
、
み
ん
な
の

の
命
を
守
る
た
め
に
、
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
、
一
人
一
人
が「
お
と
な

り
さ
ん
」・「
お
向
か
い
さ
ん
」と
顔

見
知
り
に
な
る
こ
と
が
一
番
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
輪
が
隣
へ
、
隣
へ
と

広
が
っ
て
い
け
ば
、
西
東
京
市
全
体

へ
と
広
が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
も
必
要
で
す
が
、
そ
の
基

礎
と
し
て
、
身
近
な
３
～
４
軒
で
互

い
の
家
族
構
成
を
知
り
合
い
、
い

ざ
と
い
う
時
に
声
を
掛
け
合
え
る
関

係
づ
く
り
が
で
き
て
い
れ
ば
、
多
く

の
命
を
救
え
る
は
ず
で
す
。
今
一
度
、

玄
関
を
出
て
す
ぐ
の
ご
近
所
さ
ん
と

の
関
係
性
に
つ
い
て
見
つ
め
直
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

さ
い
ご
に

過
去
の
災
害
で
は
せ
っ
か
く
助

か
っ
た
命
が
過
酷
な
避
難
生
活
の
中

で
失
わ
れ
た
り
、
体
調
が
悪
化
し
た

り
、
要
介
護
状
態
に
な
っ
た
り
も
し

ま
し
た
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

よ
く
い
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
各
自

の
備
え
を
確
実
に
し
て
お
く
こ
と
と
、

自
治
体
に
よ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
防
災
に
つ
い
て
考

え
、
一
つ
ず
つ
で
き
る
こ
と
か
ら
防

災
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

野村保育所。幸いにして、園児が
登園する前だったが、園児がいれ
ば全員の避難はできなかったかも
しれない。

西予市災害ボランティアセンター
の受付風景。これまでに全国各地
から延べ7000人のボランティアが
駆け付けた。

小お

の野　

修し
ゅ
う
へ
い平

大
学
在
学
中
に
防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
活
動
を
始
め
る
。
講
演

会
や
研
修
会
の
講
師
を
務
め
る
ほ
か
、

福
祉
施
設
や
学
校
・
保
育
園
、
自
治

会
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、
企
業
な
ど
の
防

災
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
を
行
っ

て
い
る
。
平
成
28
年
熊
本
地
震
で
は
、

避
難
所
運
営
支
援
及
び
被
災
障
が
い

者
支
援
を
中
心
に
、
支
援
活
動
や
調

査
活
動
を
行
っ
た
。
平
成
29
年
に
は
、

被
災
地
障
害
者
セ
ン
タ
ー
く
ま
も
と

の
職
員
も
兼
務
し
て
い
た
。

小お

の野　
修し
ゅ
う
へ
い平　

（
ジ
ョ
ー
ジ
防
災
研
究
所
代
表
、
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）



【まちがいさがしの答え】
①左上の旗の模様 ②左の紙ふぶきの数 ③男の子の目の形 ④右腕 ⑤左腕

2018. 10. １ （2）西東京市公民館だより

西東京市のみどりをみなさんの手で守りま
しょう。まずは、緑地自然観察ツアーからス
タートです。
�木曜日14時～16時

� ※10月18日のみ 13時半～16時
�保谷駅前公民館ほか
�市内在住・在勤・在学者
�30人（申込順）
�筆記用具・飲み物・タオル・
虫よけ

※服装：長袖、長ズボン、履
きなれた靴、長靴下、帽子。
できるだけ黒色の服装は避
けてください。

※実習では、ガーデニング用ゴム手袋が必要です。
�10月1日（月）10時から電話かメールで保
谷駅前公民館へ

地域住民がつながり、楽しく、暮らしやすい元気な地
域づくりのために、大人の学びを始めましょう。西東京
市を知り、仲間を増やしませんか。
�土曜日10時～12時
�柳沢公民館
�市内在住・在勤・在学者
�30人（申込多数の場合は抽選）
�10月12日（金）17時までに電話かメールで柳沢公民館へ

ながーい人生、ココロを若く豊かに、仲間と過ごす。
その実現のため、あーしよう、こーしようと皆で考えて
みませんか。
�水曜日10時～12時
�ひばりが丘公民館
�市内在住・在勤・在学者
�25人（申込多数の場合は抽選）
�10月29日（月）17時までに電話かメールでひばりが丘
公民館へ

子どもも高齢者も多くの人が出会える場を一緒に作り
ませんか。
 第１回実行委員会
�11月17日（土）９時半～12時
�田無公民館
�公民館や地域で活動する自主グループ。新規のグルー
プ、個人のボランティア参加も大歓迎です。
�所定の申込用紙に記入の上、10月31日（水）17時まで
に田無公民館へ

あなたは、今の仕事に満足していますか？　
今多方面で活躍中の講師からお得情報を得て、
自分にとってよりよい働き方や仕事への向き
合い方を考えてみませんか？
�土曜日14時～16時
�保谷駅前公民館
�市内在住・在勤・在学の女性
�25人（申込多数の場合は抽選）
�10月13日（土）17時までに電話かメール
で保谷駅前公民館へ

保谷駅前公民館の第４学習室（防音室）や地
域で音楽活動をしている方の演奏を聞きに来ま
せんか。ゲストの演奏もあります。
�11月4日（日）14時～16時
�保谷駅前公民館
�30人（申込順）

 ゲスト
木
こ も

洩れ日
び よ り

和（髙津昌之と k
コ ヨ ミ

oyomi
のユニット）、梨木ハルト（シン
ガーソングライター、アイリッ
シュブズーキ奏者）ほか
�10月3日（水）10時から電
話かメールで保谷駅前公民
館へ

男性の皆さん！
これからの時代、ぜひとも身につけたいクッ
キング。基本を学んで「食」を楽しみ、生活の
グレードアップにつなげましょう。
�10月13日・11月３日・12月８日　土曜日

� 10時～13時　全３回
�保谷駅前公民館
�市内在住・在勤・在学の男性
�12人（申込多数の場合は抽選）
�臼井通子・妹尾香穂美・須藤真理・長沼よしえ・
竹井眞理子（西東京市地域活動栄養士会）
�1,800円（３回分の材料費）
�エプロン・三角巾・手ふきタオル・ふきん
�10月９日（火）17時までに電話かメールで
保谷駅前公民館へ

気候風土に合わせて受け継がれてきた発酵食
品。健康効果やおいしさの秘密を学びます。
�10月23日 ･30日 ･11月6日　火曜日

� 10時半～13時半　全3回
�田無公民館
�市内在住・在勤・在学者
�20人（申込多数の場合は抽選）
�i
イ ズ ミ

zumi（発酵食料理研究家）
�2,500円（3回分の材料費）
�エプロン・三角巾・手ふきタオル・ふきん2枚

 メニュー　豚肉のみそヨーグルト焼き、みそ汁、
甘酒ハッシュドビーフ、酒かすティラミスほか
�10月12日（金）12時までに電話かメールで
田無公民館へ

大都会の片隅に、戦後の混乱期、義務教育を
受けられなかった高齢者たちが、青春を取り戻
しにくる学び舎

や

がある。人生の終盤を迎えてな
お、人はなぜ学ぼうとするのか…。「月あかり
の下で　ある定時制高校の記録」の太田直子監
督の最新作。
�10月27日（土）14時上映
�保谷駅前公民館
�16歳以上の市内在住・
在勤・在学者
�70人（申込順）
�10月1日（月）10時から
電話で保谷駅前公民館へ

映像から「今」を考える

高齢者の課題を考える講座

環境講座

女性の生き方、働き方を考える講座

健康講座

料理講座

地域づくり未来大学
～学びで地域を豊かにするための第一歩～

いきいきナイス長寿に必要なこと

第13回田無公民館まつり参加団体募集

地元の環境保護とものづくりの楽しみ

Ladies Café
～女性の生き方、働き方を考えよう～

笑顔で元気になろう！
～体操・脳トレ・リトミック～

バンドマルシェを開催します

メンズクッキングいろは（基礎編）

発酵食パワーを日常に活かそう！

ドキュメンタリー映画

まなぶ
～通信制中学　60年の空白を越えて～

（2016年/日本/１時間３２分）上映会

柳沢

ひばりが丘

田無

保谷駅前保谷駅前

保谷駅前

保谷駅前

田無

保谷駅前

芝久保

回

知
識
編

実
践
編

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

公民館10月20日

11月10日

11月17日

12月1日

12月15日

1月19日

2月2日

2月16日

2月23日

3月9日

3月16日

月日 内容 講師
入校式・オリエンテーション
講座のねらい＆お互いを知る

公民館

講座のまとめ
「学び」を「実践」するということ

髙井 正（立教大学特任准教授）

倉持伸江（東京学芸大学准教授）

岩松真紀（明治大学講師）

道林京子（なかの生涯学習大
学　なかのサポーターの会）

西東京市職員

自立して地域で豊かに暮らす
ために

髙井 正、岩松真紀西東京市の未来図を描こう④発表
「学び」を「地域づくり」につなげる

おとなの学び方

修了式　今後に向けて

なかの生涯学習大学
地域活動実践事例から学ぶ
西東京市の市民主体の地域
づくりの現状とこれから

西東京市の未来図を描こう
①思いをカタチにするための
　方法
②③グループ作業

回
〔西東京市「地域を知る」イベント見学会〕

選
択
希
望
制

①

②

③

④

⑤

多摩六都科学館11月3日

11月10日

11月24日

12月8日

1月19日

月日 内容 会場
「郷土史と科学から見る地域の防災
（１）講座編」　主催：多摩六都科学館

西東京いこいの森公園

柳沢公民館

田無アスタセンターコート

わがまちを知る「市民まつりに
行ってみよう！」

「郷土史と科学から見る地域の防災（2）フィ
ールドワーク編」　主催：多摩六都科学館
公民館を知る「ヤギフェスに行
ってみよう！」
地域活動団体を知る「NPO市民
フェスティバルに行ってみよう」

午後

午後

午前

午後

午後

※①③は申込抽選あり

回

1

2

3

4

泉 京子（管理栄養士)
竹下枝利（歯科衛生士)11月7日

11月14日

11月21日

11月28日

月日 内容
くう

講師
“健康が一番” 食を考え、口腔ケア
を学ぶ　マイ歯ブラシ持参

伊藤魅和
（ファイナンシャル・プランナーⓇ）
木村 寛
(キャリアコンサルタント)
市川春美

（西東京市社会福祉協議会）

年金など固定収入と貯蓄等を
ベースに ”家計を考える”
“働くとは” 生きがい、能力経験を
活かす、補う、どんな仕事がある?
“ほっとネットを知る” 困った
時の相談先

回

1

2

3

4

5

10月18日

10月25日

11月1日

11月8日

11月15日

月日 内容 講師
雑木林や屋敷林を見なが
ら現地で解説

実生の寄せ植え実習

椎名豊勝（日本樹木医会 
東京都支部長）
古賀卓夫（高橋家屋敷林保存会）
高橋いく 他5名（野草に親しむ会）
中村賢司・大矢隆治

（西東京　自然を見つめる会）

椎名豊勝

渡部國夫（西東京　自然
を見つめる会)

西東京市のみどりの現状
と活動内容

雑木林と屋敷林

昔の竹の利用と今の放置
竹林

みしょう

回

1

2

3

4

5

6

10月20日

10月27日

11月10日

11月17日

12月1日

12月15日

月日 内容 講師
さんぐ

今なぜ“女性活躍”なのか？

自分の課題をみつめよう！

三具淳子（日本女子大学現代
女性キャリア研究所客員研究員）

油井文江（日本ダイバ
シティ・マネジメント
推進機構専務理事）
堤 香苗（キャリア・マ
ム代表取締役）
藤田結子（明治大学商
学部教授）

いろいろな仕事のチャンス
に気づこう！
ワーク・ライフ・バランスを
考えよう！

安岡厚子（サポートハ
ウス年輪理事長）

自分らしいキャリアデザイ
ンを描こう！

下保谷四丁目特別緑地保
全地区内『野草園』

回

①

②

③

④

⑤

10月16日

10月23日

10月30日

11月6日

11月13日

月日 内容

オリエンテーション～「自分の身体と心」皆と一緒に動いて身体を知ろう

笑顔で脳トレ身体づくり～これからも身体を動かしていくために

“心”と“身体”をスムーズにつなぐリトミック

音楽に合わせてリズミカルに反応して、元気に楽しく

生活の中で音と触れ合ってリハビリテーション

木洩れ日和

Ⓒ グループ現代

梨木ハルト

健康維持のため、生活の中で音と触れ合い、
体操やリトミックを通して楽しく身体の調和
をとりましょう。ゲーム感覚で脳トレーニン
グ、笑いでリラックスです。
�火曜日10時～12時
�芝久保公民館
�おおむね 40歳以上の市内在住者
�25人（申込多数の場合は抽選）
�①②中野みゆき（健康体操指導員）

� ③～⑤宮良愛子（リトミック国際ライセン
ス取得講師）
�10月5日（金）12時までに電話かメール
で芝久保公民館へ

「
」



とき ところ 内容 連絡先保育対象 定員 講師 費用等 持ち物 申込 メール申込（３面右下）

アドレス：１面参照
件名：講座名
本文：氏名・電話番号・

住所・年代
※後日確認メールを送り
ます。届かない場合は
お手数ですが、電話で
お問い合わせください。

柳沢公民館
市内在住・在勤・在学者
50人（申込順）※原則として一人で複数の申し込みはできません。
開場時間は上映開始時間の30分前です。

嶋野寛章さんを囲んで！

【特別企画】

10月20日（土）14時～

「（500）日のサマー」
（2009年/アメリカ/1時間36分）

ムービールーム柳沢の解説者
しま の ひろゆき

10月10日（水）14時～
監督：マーク・ウェブ 
出演：ジョセフ・ゴードン＝レヴィット

ズーイー・デシャネル　ほか

ムービールーム柳沢
申し込みが必要です

柳沢

10月2日（火）9時から平日9時～
17時に電話で柳沢公民館へ 10月10日（水）9時から平日9時～

17時に電話で柳沢公民館へ

チラシの裏面に解説文をお願いして5年！
いつも味わい深い文章を書いてくれる
嶋野さんってどんな方？
人となりに迫ります。
※映画の上映はありません。

2018. 10. １（3） 西東京市公民館だより

昔話は知恵と勇気の宝庫。
親と子、それぞれのこころの自立を
昔話の中に描かれる世界から考えます。
�11月15日（木）10時～12時
�田無公民館
�市内在住・在勤・在学者
�30人（申込順）

※他に子育て中の女性のための講座受
講者が参加
�松居�友（フィリピンミンダナオ子
ども図書館館長、福武書店〈現ベネッ
セ〉児童図書初代編集長）
�10月2日（火）10時から電話かメー
ルで田無公民館へ

公民館の歴史を知り、その良さを
参加者同士で語り合い、 未来をイ
メージしてみましょう。私たちのま
ちの公民館を楽しく使いやすい公民
館にしていきましょう。
�10月23日（火）・30日（火）

� 14時～16時　全2回
�保谷駅前公民館
�16歳以上の市内在住・在勤・在
学者
�30人（申込順）
�長澤成次（千葉大学名誉教授）

� 岸田久惠（10月23日事例報告、
西東京わいわいネット代表）

� 田辺俊介（10月30日事例報告、
You-I 日本語教室）
�10月1日（月）10時から電話で
保谷駅前公民館へ

おいしいドリップコーヒーの入れ方
とコーヒー豆について学びます。
�11月6日 ( 火 )10時～12時
�谷戸公民館
�市内在住・在勤・在学者
�14人（初めての方優先・申込多数
の場合は抽選）
�熊田尚

しょうこ

子（GRN公認焙
ばい

煎士）
�500円（コーヒー・菓子代）
�お気に入りのコーヒーカップ
�10月10日（水）17時までに電話か
メールで谷戸公民館へ

正しい抱っこひもの着け方や立ち姿
勢を学んで、お子さんを抱っこしなが
らエクササイズ！
�10月23日～11月13日

� 火曜日　全4回
� A：9時～10時15分
� B：10時半～11時45分
※10月23日・11月6日は、AB合同
で 9時～11時45分
�ひばりが丘公民館
�Ａ：首がすわっている生後３か月以

� � 上で寝返りができない子どもとそ
� � の保護者
� Ｂ：寝返りができる生後24 か月ま
� � での子どもとその保護者
� ※Ａ・Ｂともに全4回参加できる方
�Ａ・Ｂ各10組（申込多数の場合は
抽選）
�C
チ コ

hiko（㈳日本ベビーダンス協会認定
インストラクター・㈳日本マタニティ
フィットネス協会認定「ママヨガ」「ベ
ビービクス」インストラクター）
�普段使用している抱っこひも・体温
計・汗ふき用ミニタオル・子どもが
寝転べるバスタオル・飲み物
�10月9日（火）12時までに電話か
メールでひばりが丘公民館へ

あなたのマチ暮らしを、よりハッ
ピーに！「公民館」や、「居場所」に
ついて、地域のみなさんと考えてみ
ませんか。
�①10月13日（土）②20日（土）

� 10時～12時
�田無公民館
�市内在住・在勤・在学者
�20人（申込順）
�①そもそも公民館ものがたり

� ②私たちのマチを私たちでつくる
� 　～公民館は自治の拠点～
�①酒

さ こ う

匂一雄（福島大学名誉教授）
� ②中曽根�聡（杉並区教育委員会
事務局社会教育主事）
�10月11日 ( 木 )12時までにメー
ルか電話で田無公民館へ

親子でベビーダンス
昔話とこころの自立

利用者と一緒に考える
西東京市公民館のみらい

コーヒーの愉
た の

しみ方

ヒトとつながるマチ暮らしのヒント

～人生もマチもちょっぴり
 変えてみませんか～

保谷駅前 ひばりが丘

谷戸

教養講座
公開講座

ロビーミニ講習会

子育て中の女性のための講座サークル応援講座 ko -m i n k an講座 田無田無

第36回

展示の部

イベント

10月27日（土）
28日（日）

9：30～16：00
9：30～15：00

主催：芝久保公民館まつり実行委員会・芝久保公民館
協力：芝久保図書館

キラキラ・わくわく・笑顔でつなぐ

展示の部

キ ぐ

芝久保公民館まつり

工作コーナー

路上ライブ いこいのコーナー 復興支援バザー

子どもコーナー 発表・体験の部
◆27日（土）・28日（日）
・活動展示と工作（西東京　自然を見つめる会）
 （西原自然公園を育成する会）
・保育サークルの展示（ハッピークローバー、のびのびサークル）
・キルト作品（フレンドシップキルト・オードリー）
・水彩・油彩作品（パレットの会、彩美会）
・活動紹介と展示（ラマーミトゥルの会、だいすき西東京の会）
 （都市計画道路3・4・7を考える会）
・木工作品（ＷＯＯＤ遊　木工クラフト）
・陶芸作品（陶遊会、陶久会、陶芸ポエム、陶心会、土窯クラブ、陶美会、
 陶和会、風楽土、陶酔会、窯友会）

◆27日（土）10：00～／28日（日）10：00～　1階ロビー
・工作体験（西東京　自然を見つめる会）
・子ども工作（西原自然公園を育成する会）
◆27日（土）10：30～16：00　2階ロビー
・クラフト体験（ＷＯＯＤ遊　木工クラフト）
◆28日（日）9：30～15:00　2階ロビー
・パッチワーク体験（フレンドシップキルト・オードリー）

◆27日（土）10:00～16：00／28日（日）10：00～15：00
・飲み物、パウンドケーキ（実行委員会有志）
◆27日（土）・28日（日）11：00～無くなり次第終了
・パン、パウンドケーキ、クッキー（ＮＰＯウーノの会）

◆28日（日）9：30～　2階ロビー
西日本豪雨災害等の被災地を支援します。

バザー担当：タワーみつわ

◆27日（土）
・おはなし会（かにむかし）　11：00～12：00　図書館
・輪投げ（わいわいサークル）　12：30～　　保育室前
◆28日（日）
・絵本読み聞かせ（Ｒing Ｒing）　14:00～15:00　保育室
◆27日（土）10：00～16：00／28日（日）10：00～15：00
・スタンプラリー　(カード配布：各日終了30分前まで)
・綿あめ　(無料チケット配布：各日終了30分前まで)

◆27日（土）視聴覚室
・東大農場を紹介（都市計画道路田無3・4・7を考える会）　10：30～11：00
・スリランカを知ろう（ラマーミトゥルの会）　14：00～14：30
・影絵（影絵ゆきまど）　15：15～16：00
◆27日（土）和室
・おうちでできる気功（だいすき西東京の会）　11：00～12：00
・小倉百人一首カルタ取り（田無百人一首の会）　13：00～16：00
◆28日（日）視聴覚室
・コーラス（森のくまさん合唱団）　14：00～14：45

◆27日（土）12：10～12：25　公民館前
・よさこいソーラン（ＴＡＮＡＳＨＩソーラン会）

＊警察署の道路使用許可も取っています。車は迂回のご協力をお願い
します。 ☆駐車場はありません。車での来館はご遠慮ください。

人形劇 オータムコンサート

◆27日（土）視聴覚室 
 14：30～15：05
　演目：くまさんくまさん
 腰折れスズメ
　出演：くまねずら
※乳幼児は

保護者同伴

マジックショー

◆28日（日）視聴覚室 
 11：00～12：00
　演目：闘牛士の歌（「カルメン」より）

マイウェイ
風の使い　ほか

　出演：金城龍之介（バスバリトン）
岡内淳子（ピアノ）

◆28日（日）視聴覚室 
 13：00～13：45
　　出演：柳沢マジッククラブ
　　※乳幼児は保護者同伴

う かい



とき ところ 内容 連絡先

今
月
の
お
題
「
砂
」

12
月
号
の
お
題
「
信
」で
す

10
月

日
（木）

25

砂
遊
び
や
が
て
二
人
の
新
家
庭

子
は
砂
場
マ
マ
は
井
戸
端
会
議
中

水
害
に
脆
く
消
え
去
る
砂
の
城

上
田 

政
和

小
林 

正
邦

詩
織

作画：河野 光・田中聖来・福井健太
ふくい けんたかわの ひかる たなか せいら

体育の日
10月の第２月曜日 
スポーツに親しみ、健康な心身を

つちかうことを趣旨として昭和41
（1966）年に制定されました。制定
当時は、昭和39年に東京オリンピッ
クの開会式が行われたことにちなん
で10月10日でしたが、平成12年から
第２月曜日に変更されました。

※タッチの違いや色の濃淡はまちがいに含みません。

2018. 10. １ （4）西東京市公民館だより

事
業
計
画
・
報
告
に
つ
い
て

柳
沢
公
民
館

柳
沢
公
民
館

月
10

24

（水）
日

18
時
半
〜

※

希
望
す
る
方
は
傍
聴
で
き
ま
す
。

難
な
こ
と
を
、公
民
館
で
多
く
企
画
し

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

小
・
中
学
生
が
公
民
館
事
業
に
参
加
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、公
民
館
は
親
し
み
や
す
い
学
び
の

場
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、多
世
代
と
交

流
し
て
地
域
社
会
と
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

	

公
運
審
委
員	

小
安
の
ぞ
み

公
運
審
で
の
審
議
や
活
動
内
容
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
会
議
開
催
日
と
主
な
内
容
】

定
例
会　
７
月
25
日
・
８
月
22
日

・
行
政
報
告

市
内
公
共
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
点
検
が
行
わ
れ
、
確
認
さ
れ

た
危
険
箇
所
の
修
繕
工
事
が
行

わ
れ
る
。

・
公
民
館
だ
よ
り
編
集
室
報
告
／
都

公
連
関
係
報
告
／
教
育
計
画
策

定
委
員
会
報
告
／
図
書
館
計
画

策
定
懇
談
会
報
告

・
事
業
計
画
書
・
報
告
書
の
審
議

・
協
議
・
確
認
事
項

平
成
29
年
度
事
業
評
価
の
二
次

評
価
に
つ
い
て
／
小
・
中
学
校

と
公
民
館
と
の
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
／
諮
問
に
つ
い
て

８
月
の
定
例
会
で
は
、公
運
審
委
員

で
あ
る
市
内
小
・
中
学
校
の
校
長
先

生
か
ら
、例
え
ば
「
小
・
中
学
生
を
対

象
と
し
た
書
き
初
め
の
講
座
を
冬
休

み
に
全
館
で
開
催
し
て
ほ
し
い
」「
中

学
生
の
職
場
体
験
の
機
会
や
受
け
入

れ
人
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」な
ど
、

学
校
や
家
庭
で
は
取
り
組
む
の
が
困

い
に
し
え
よ
り「
天
災
は
忘
れ

た
頃
に
や
っ
て
来
る
」と
の
言
い

伝
え
が
あ
る
が
、
昨
今
は
忘
れ
る

前
に
や
っ
て
来
る
厄
介
者
で
あ
る
。

天
災
も
先
を
急
ぐ
旅
に
出
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
あ
す
は
我
が
身
、

日
々
の
備
え
を
胆
に
銘
じ
た
い
も

の
で
あ
る
。�

（
ふ
）

12
月
１
日
号
の
原
稿
締
め
切
り

日
は
、
10
月
19
日
（金）
で
す
。

文
豪
た
ち
が
見
た
源
氏
物
語

21
世
紀
の
生
き
方
を
「
源
氏
物
語
」

に
学
ぶ
会

源
氏
物
語
に
啓
発
さ
れ
た
近
代
作

家
は
、
現
代
語
訳
を
手
が
け
た
諸
家

７
月
・
８
月
活
動
報
告

第
１
回
報
告
会

９
月
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
市
民
企

画
事
業
に
つ
い
て
、
実
施
団
体
が
事

業
の
概
要
や
感
想
な
ど
を
報
告
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

10
月
６
日
（土）�

10
時
～

�

柳
沢
公
民
館事

業
案
内

被
曝ば

く

労
働
者
あ
ら
か
ぶ
さ
ん
の
裁
判

を
考
え
る

―
放
射
能
に
よ
る
健
康
被
害
―

放
射
能
測
定
を
考
え
る
会
・
西
東
京

あ
ら
か
ぶ
さ
ん
は
原
発
事
故
後
の

収
束
・
廃
炉
作
業
に
従
事
、
初
め
て

の
被
ば
く
労
災
に
認
定
さ
れ
た
。
労

働
現
場
・
裁
判
・
健
康
被
害
を
語
る
。

�

10
月
６
日
（土）�

14
時
～
16
時
半

�

田
無
公
民
館

�

50
人
（
先
着
順
）

�

あ
ら
か
ぶ
さ
ん
（
仮
名
・
あ
ら
か

ぶ
さ
ん
裁
判
原
告
）

�

300
円
（
資
料
代
ほ
か
・
高
校
生
以

下
無
料
）

※
子
ど
も
同
伴
可
。
遊
び
場
ス
ペ
ー

ス
利
用
希
望
者
は
事
前
に
要
連
絡
。

朝
鮮
半
島
は
非
核
化
で
き
る
の
か

日
本
の
軍
事
費
と
私
た
ち
の
暮
ら
し

平
和
・
民
主
・
革
新
の
日
本
を
め
ざ

す
西
東
京
の
会

朝
鮮
半
島
が
非
核
化
と
平
和
体
制

の
構
築
へ
と
向
か
う
中
、
増
え
続
け

る
日
本
の
軍
事
費
と
広
が
る
暮
ら
し

へ
の
不
安
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

�

10
月
20
日
（土）�
13
時
半
～
16
時
半

�

谷
戸
公
民
館

�

60
人
（
先
着
順
）

�

川
田
忠
明（
日
本
平
和
学
会
会
員
）

�

200
円
（
資
料
代
）

老
朽
原
発
再
稼
働
っ
て
本
気
？

東
京
か
ら
最
も
近
い
東
海
第
２
原
発

原
発
は
い
ら
な
い
西
東
京
集
会
実
行

委
員
会

東
京
か
ら
110
㎞
の
至
近
距
離
で
来

月
40
年
の
運
転
期
限
を
迎
え
る
老
朽

原
発
東
海
第
２
の
問
題
点
を
知
り
、

運
転
延
長
の
是
非
を
考
え
ま
す
。

�

10
月
21
日
（日）�

14
時
～
16
時
半

�

田
無
公
民
館

60
人
（
先
着
順
）

�

小
川
仙せ

ん
げ
つ月
（
脱
原
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
茨
城
・
共
同
代
表
）

�

100
円
（
資
料
代
）

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
未
来
を

ー
子
ど
も
の
心
に
よ
り
そ
っ
て
ー

西
東
京
母
親
大
会
連
絡
会

す
べ
て
の
子
ど
も
に
よ
り
そ
っ
た

環
境
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
、
子
ど
も�

た
ち
へ
の
虐
待
、
い
じ
め
、
貧
困
、
不�

登
校
問
題
な
ど
を
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

�

11
月
３
日
（土）�

13
時
半
～
16
時
半

�

柳
沢
公
民
館

�

80
人
（
先
着
順
）

�

児
玉
洋
介
（
東
京
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
所
長
）

横
田
基
地
は
、
い
ま

　

―
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
米
軍
の
飛

　
　

行
訓
練
―

平
和
の
た
め
の
戦
争
展
・
西
東
京
市

横
田
基
地
の
危
険
度
増
は
深
刻
で

す
。
危
険
な
オ
ス
プ
レ
イ
は
い
り
ま
せ

ん
。
東
京
の
空
を
安
心
で
き
る
空
に�

す
る
に
は
？　
共
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

�

11
月
4
日
（日）�

14
時
～
16
時

�

柳
沢
公
民
館

�
100
人
（
先
着
順
）

�
高
橋
美
枝
子
（
横
田
基
地
の
撤
去

を
求
め
る
西
多
摩
の
会
代
表
）

�

200
円
（
資
料
代
）

た
の
し
い
サ
イ
エ
ン
ス
教
室

新
日
本
婦
人
の
会
西
東
京
支
部

み
て
、
さ
わ
っ
て
、
つ
く
っ
て
、

お
ど
ろ
い
て
、
楽
し
く
実
験
!!

小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
内
容
で
す
。

�

11
月
17
日
（土）�

14
時
～
16
時

�

柳
沢
公
民
館

�

25
人
（
申
込
順
）

�

雨あ
め
た
き滝

洋
介
（
ダ
・
ビ
ン
チ
サ
イ
エ

ン
ス
教
室
校
長
）

�

200
円
（
材
料
費
）

�

10
月
１
日
（月）
か
ら
電
話
で
左
記
へ

に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
こ
の
物
語
の

広
範
な
影
響
力
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

10
月
６
日
（土）
／
14
時
半
～
16
時
半
／

ひ
ば
り
が
丘
図
書
館
講
座
室
／
講

師
：
助
川
幸こ

う
い
ち
ろ
う

逸
郎
／
資
料
代
500
円

第
33
回
グ
ル
ー
プ
群
彩
水
彩
画
作

品
展

グ
ル
ー
プ
群
彩

風
景
画
、
静
物
画
な
ど
個
性
あ
ふ

れ
る
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

10
月
８
日
（
月
・
祝
）
～
14
日
（日）
／

10
時
～
16
時
（
初
日
13
時
か
ら
）
／

柳
沢
公
民
館

中
国
水
墨
画　

展
覧
会

中
国
水
墨
画　

龍
の
会

水
墨
画
に
色
彩
を
加
え
た
、
四
千

年
の
歴
史
あ
る
中
国
水
墨
画
で
す
。

会
員
が
日
ご
ろ
創
作
し
た
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10
月
10
日
（水）
～
24
日
（水）
／
９
時
～
17

時
（
初
日
12
時
か
ら
最
終
日
15
時
ま

で
）
／
谷
戸
公
民
館
／
水
井
☎
042
・

421
・
２
１
６
４

合
唱
体
験
・
公
開
講
座
（
曲
目
：「
ほ

ら
ね
、
」
「
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」
ほ

か
）

田
無
混
声
合
唱
団

若
い
方
も
、
人
生
経
験
豊
富
な
方

も
、
男
性
も
女
性
も
、
声
を
合
わ
せ

て
、
す
て
き
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
！

10
月
19
日
（金）
／
19
時
半
～
21
時
半
／

田
無
公
民
館

ど
う
し
て
る
？　

幼
児
の
朝
食

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
か
ど
保
健
室

お
子
さ
ん
の
朝
食
づ
く
り
に
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。
朝
食
の
役
割
や
生

活
リ
ズ
ム
、
食
体
験
の
大
切
さ
を
学

び
ま
す
。
試
食
が
あ
り
ま
す
。

10
月
26
日
（金）
／
10
時
半
～
12
時
半
／

ひ
ば
り
が
丘
児
童
セ
ン
タ
ー
／
講

師
：
吉
田
朋
子
（
管
理
栄
養
士
）
／

１
～
３
歳
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者
12

組
（
要
予
約
・
申
込
順
・
初
め
て
の

方
優
先
）

写
真
展
へ
の
お
誘
い

多
摩
写
友
会

会
員
に
よ
る
秋
季
写
真
展
で
す
。

風
景
・
ス
ナ
ッ
プ
な
ど
多
彩
な
作
品

を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10
月
27
日
（土）
～
11
月
１
日
（木）
※
10
月

29
日
（月）
休
館
／
９
時
～
17
時
／
コ
ー

ル
田
無

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
コ
ー
ラ
ス
演
奏
会

ハ
ー
モ
ニ
ー
ポ
シ
ェ
ッ
ト

誰
で
も
知
っ
て
い
る
英
語
の
歌
を

歌
う
女
声
合
唱
団
で
す
。
懐
か
し
い

歌
の
数
々
は
、
き
っ
と
み
な
さ
ま
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

11
月
１
日
（木）
／
14
時
～
16
時
／
保
谷

こ
も
れ
び
ホ
ー
ル

第
30
回
ふ
れ
あ
い
写
真
展

ふ
れ
あ
い
協
議
会
写
真
ク
ラ
ブ

恒
例
と
な
り
ま
し
た
ふ
れ
あ
い
写

真
展
を
開
催
し
ま
す
。
30
回
目
の
記

念
展
で
す
。
未
発
表
の
自
信
作
で
す
。

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

11
月
６
日
（火）
～
11
日
（日）
／
10
時
～
17

時
（
初
日
11
時
か
ら
）
／
保
谷
駅
前

公
民
館

　
　
　

９
月
３
日
（月）
～
12
月
28

日
（金）受

付
時
間��

平
日
９
時
～
17
時

手
続
き
の
際
、
会
員
名
簿
の

提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
30
年
１
月
以
降
に
新
規

登
録
し
た
団
体
は
、
名
簿
の
提

示
の
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

主
に
利
用
し
て
い
る
公
民
館
で

公
民
館
団
体
登
録
の
更
新
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す

期
間




